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我々は高度 100 km近傍の超高層大気の連続的なデータを取得するべく、SUIM (Soipix for observing Upper
atmosphere as Iss experiment Mission) 計画を進めている。この計画は、我々が独自に開発したＸ線カメラを国
際宇宙ステーション (ISS) の曝露部に搭載し、地球の縁を透過する宇宙X線背景放射 (CXB) を検出することで
観測を行う。現在、カメラの開発は完了し、宇宙への打ち上げを控えている。開発が完了しているＸ線カメラは、
主にスリットコリメータと 2つのＸ線 SOI-CMOSピクセル検出器 (XRPIX11) で構成される。制御には、CPU
内蔵 FPGA (Zynq) とマイコンボード (Spresense) を用いて制御する。Zynqはカメラの自律制御の中核を担い、
Spresenseへの指示や、検出器を制御しデータの取得・処理を行う。サブ制御部である Spresenseは、6つのコア
での並列処理能力を持つほか、高い放射線耐性を有し、宇宙での使用実績もあるため採用した。X線カメラにお
ける Spresenseの役目としては、検出器に印加するセンサ部高電圧の制御、メインシステムの状態監視や異常時
の再起動実行、視線方向確認用の可視光カメラの制御である。これらに加え、基板の状態管理、Zynqとの通信に
よる命令受信や画像・基板状態の共有といった機能を、マルチコアの並列処理で実行する。本講演では、開発が
完了した Spresense用ソフトウェアを中心に、SUIM計画におけるＸ線カメラの概要を報告する。


